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ナンガパルパッド、BCで全員集合

【第
六
十
二
回
国
民
体
育
大
会

関
東
ブ
ロ
ツ
ク
大
会
山
岳
競
技
か
ら
】

今
年
の
秋
田

『わ
か
杉
国
体
』
の
関
東
地
区
予
選
会
で
あ
る
山
量
競
技

は
、
七
月
二
十
八
日

（土
）
～
二
十
九
日

（日
）
に
埼
玉
県
山
一缶
連
盟
が

主
管
で
開
催
し
た
。

競
技
は
、　
一
般
的
な
個
人
戦
と
は
違
い
、　
一
都
七
県
の
代
表
が
本
戦
出

場
権
を
争
う
団
体
と
し
て
の
戦
い
で
す
。

こ
の
大
会
は
、
ハ
ニ
李
限
り
で
国
体
の
出
缶
競
技
か
ら
、
縦
走
種
目
が
無

く
な
る
と
い
う
こ
と
で
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
縦
走
競
技
に
は
、

例
年
に
無
い
熱
い
レ
ー
ス
の
予
感
が
漂
っ
て
…
。

二
日
間
に
渡
る
“
山
岳
競
技
大
会
”
が
始
ま
り
ま
し
た
。

初
日
は
、
加
須
で
開
始
式
の
後
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

ほ
ぼ
予
想
通
り
の
完
登
者
を
出
し
た
が
…
。
近
年
競
技
の
普
及
に
伴
っ
て
、

選
手
の
レ
ベ
ル
も
大
会
昌
く
な
り
、
僅
差
で
優
劣
を
争
う
ケ
ー
ス
も
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

今
回
も
正
式
発
表
ま
で
、
何
回
も
ビ
デ
オ
を
再
生
し
、
判
定
が
正
し
い

か
時
間
を
か
け
て
複
数
人
で
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
お
り
ま
す
。
最
近
は
、
選

手
の
関
係
者
で
も
ビ
デ
オ
撮
影
を
す
る
人
が
、
益
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
も
相
侯
っ
て
、
ょ
り
判
定
に
対
し
て
は
正
確
で
厳
粛
な
対
応

が
、
審
判
側
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
微
妙
な
と
こ
ろ
を
、
瞬
時
に
判
断

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
変
さ
は
常
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
自
体
は

特
に
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
困
る
の
は
、
選
手
や
監
督
が
競
技
に
夢
中
の
た
め
か
、
或
い
は
言

え
ば
何
と
か
な
る
と
考
え
て
の
こ
と
か
、
本
心
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
興
奮
し
て
一
切
聞
く
耳
を
持
た
な
い

「ビ
デ
オ
を
観
て
み
ろ
」
「ジ
ム

の
コ
ン
ペ
で
は
違
う
」
と
言
う
よ
う
な
態
度
で
す
。

こ
の
よ
う
な
、　
一
点
張
り
の
姿
勢
は
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
人
と
し
て
、

決
し
て
感
心
で
き
ま
せ
ん
。　
一
例
で
す
が
、
ビ
デ
オ
に
し
て
も
撮
る
方
向

に
よ
っ
て
、
判
断
材
料
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
場
合
も
あ
る
で
し
よ
，２
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選
手

・
監
督
は
、
競
技
の
向
上
を
目
指
す
だ
け
で
は
な
く
、
ル
ー

ル
も
十
分
勉
強
し
て
、
大
会
の
趣
旨
を
熟
知
の
上
で
参
加
し
て
欲

し
い
も
の
で
す
。

競
技
内
容
と
し
て
は
、
こ
の
暑
い
夏
場
の
大
会
に
も
関
わ
ら
ず
、

ナ
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
し
た
選
手
が
多
く
、
と
て
も
感
動
し
ま

し
た
。
な
お
、
今
回
は
見
送
ら
れ
た
が
、
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル

ー
ム
に
ト
レ
ナ
ー
の
同
行
要
望
が
あ
り
ま
す
。

来
年
か
ら
は
、
ボ
ル
ダ
が
加
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
受
入
れ
に
向

け
て
早
期
に
規
則
等
を
検
討

・
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
更
に
課
題
と
し
て
、
ビ
レ
イ
ヤ
ー
が
最
初
の
プ
ロ
テ
ク

シ
ヨ
ン
の
下
の
位
置
で
、
確
実
な
ビ
レ
イ
を
す
る
よ
う
徹
底
し
て

欲
し
い
と
言
う
声
も
っ

私
は
、
フ
オ
ー
ル
を
止
め
る
現
場
を
観
て
い
な
い
た
め
、
詳
し

い
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
せ
ん
。
居
た
と
き
は
、
特
に
問
題
は
無

か
つ
た
が
。
た
だ
、
万
が

一
に
も
、
自
信
過
剰
や
慣
れ
か
ら
く
る

慢
心
で
は
困
る
の
だ
が
…
。

二
日
目
は
、
小
鹿
野
観
音
山
の
縦
走
競
技
で
す
。

競
技
中
は
、
心
配
し
て
い
た
雨
も
降
ら
ず
に
、
暑
さ
と
の
体
力
勝

負
で
は
な
か
っ
た
で
し
よ
う
か
。
縦
走
競
技
は
、
今
年
で
終
わ
り

と
い
う
こ
と
で
、
当
番
県
と
し
て
も
か
な
り
力
を
入
れ
て
整
備
を

し
て
き
ま
し
た
。

早
朝
、
先
導
の
ル
ー
ト
確
認
で
は
、
以
前
に
入
れ
た
砂
や
砂
利

が
乾
燥
し
て
浮
き
、
滑
る
心
配
を
し
た
く
ら
い
で
す
。
夏
場
の
大

会
な
の
で
熱
中
症
対
策
と
、
転
倒
に
よ
る
怪
我
を
何
よ
り
案
じ
て

い
ま
し
た
。
宿
舎
の
朝
食
時
間
と
の
兼
ね
合
い
で
、
予
定
を
三
十

分
遅
ら
せ
て

（監
督
会
議
で
周
知
）
競
技
を
開
始
。

こ
の
暑
さ
の
中
で
、　
一
時
間
を
切
る
選
手
が
二
名
出
た
こ
と
は
、

大
変
な
驚
き
で
す
。

し
か
し
、
梅
雨
明
け
前
で
暑
さ
慣
れ
し
て
な
い
た
め
か
？
ゴ
ー

ル
し
た
選
手
が
次
々
と
、
医
師
や
看
護
師
の
お
世
話
に
な
っ
て
、

い
た
の
も
実
態
で
す
。

水
分
補
給
が
、
明
暗
を
分
け
る

一
つ
の
鍵
と
な
つ
た
こ
と
で
し

ょ
２ゝ

そ
し
て
、
競
技
も
終
盤
に
入
っ
た
こ
ろ
、
成
年
女
子
の
救

護
要
請
が
本
部
に
入
り
、
医
師
と
関
係
者
を
現
地
に
向
か
わ
せ
ま

し
た
。
情
報
も
、
携
帯
電
話
と
無
線
で
錯
綜
「
か
つ
、
次
々
と
ゴ

ー
ル
す
る
人
も
い
て
、　
一
時
混
乱
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
件
は
、
結
局
救
急
車
を
呼
ん
で
病
院
に
搬
送
、
そ
の
後
間

も
な
く
本
人
が
正
気
を
取
り
戻
し
解
決
し
た
の
で
し
た
。

彼
女
は
、
国
体
最
後
の
年
の
縦
走
選
手
と
い
う
こ
と
で
頑
張
り

過
ぎ
て
、
途
中
の
水
分
補
給
も
十
分
で
は
な
く
、
脱
水
状
態
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
で
も
、
そ
れ
ほ
ど
大
事
に
至
ら
な
く
て
良
か
っ
た

で
す
。
表
彰
式
は
、
小
鹿
野
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

通
過
認
定
証
を
受
け
た
都
県
は
、
本
戦
で
関
東
の
代
表
と
し
て
、

ぜ
ひ
と
も
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
体
予
選
会
と
い
う
こ
と
で
運
営
し
て
い
く
訳
で
す
が
、
通
常

の
大
会
と
違
っ
て
、
参
加
人
数
以
上
に
気
を
使
う
大
会
で
し
た
。

例
と
し
て
…
。
我
が
埼
玉
県
選
手
団
は
、
当
初
ヽ
宿
舎
が
縦
走

会
場
の
直
ぐ
近
く
だ
つ
た
。
こ
れ
は
、
大
会
の
運
営
に
携
わ
る
、

旅
行
会
社

（Ｊ
Ｔ
Ｂ
）
の
余
計
な
配
慮
？
か
ら
。

こ
れ
に
は
、
我
が
埼
玉
岳
連
も
他
の
都
県
岳
連
に
説
明
が
出
来

な
い
と
し
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
ク
レ
ー
ム
を
入
れ
て
変
更
し
ま
し
た
。

選
手
に
は
、　
一
都
七
県
で
同

一
宿
舎
が
ベ
タ
ー
で
す
が
、
受
け

入
れ
る
ホ
テ
ル
や
旅
館
側
の
都
合
で
不
可
能
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
場
合
は
、
旅
行
会
社
か
ら
の
手
配
や
連
絡
に
、
主
管
岳

連
が
関
与
出
来
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
見
解
の
相
違
だ
と
思
い
ま

す
。
も
っ
と
、
大
会
運
営
を
簡
単
に
出
来
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
？

次
に
当
番
県
が
回
っ
て
く
る
の
は
八
年
後
で
す
。
競
技
は
シ
ビ
ア

で
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
ホ
テ
ル
の
予
約
や
運
営
方
法
等
は
、
出

来
る
だ
け
簡
素
化
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
日
体
協
や
日
山
協
の

関
係
各
位
に
は
、
実
情
を
踏
ま
え
た
改
善
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

そ
れ
と
今
回
は
、
参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
日
が
ズ
レ
て
大
会

と
重
な
っ
た
こ
と
で
、
会
場
の
手
配
や
ら
関
係
者
の
諸
々
の
調
整

が
難
航
し
た
こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
さ
す
が
に
国
政
選
挙
と
も

な
る
と
、
そ
の
影
響
を
受
け
る
人
の
多
さ
に
驚
き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
番
県
と
い
う
こ
と
で
一
月
の
現
地

調
査
か
ら
人
月
の
精
算
報
告
ま
で
、
多
く
の
人
を
要
ｔ
時
間
を
費

や
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
決
し
て
役
割
分
担
や
打
合
せ
等
が
、

十
分
だ
っ
た
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

や
る
こ
と
の
段
取
り
が
上
手
く
出
来
な
く
て
、
納
得
い
か
な
い

ま
ま
終
わ
つ
た
人
も
…
。
ラ
イ
ン
マ
ー
カ
ー
や
砂
利
を
荷
揚
げ
し

た
人
、
早
朝
か
ら
ト
イ
レ
掃
除
を
し
た
人
や
深
夜
ま
で
ゴ
ミ
の
後

片
付
け
を
し
た
人
も
…
。
私
は
、
何
人
も
知
っ
て
い
ま
す
。

色
々
あ
り
ま
し
た
が
、
埼
玉
岳
連
諸
氏
の
お
力
添
え
に
は
、
心

よ
り
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
県
外
役
員
の
方
々
に

も
、
「今
年
は
監
督
だ
か
ら
チ
ョ
ツ
ト
楽
だ
よ
。
来
年
は
監
督
や
っ

た
ら
？
」
等
と
何
気
無
い
そ
ん
な

一
言
に
励
ま
さ
れ
…
。

審
判
員
の
皆
さ
ま
、
遠
方
よ
り
お
出
で
頂
き
、
誠
に
ご
苦
労
様

で
し
た
。
お
蔭
様
で
無
事
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
「山
屋
さ

ん
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。」

い
つ
か
、
こ
の
恩
に
は
報
い
た
い
も
の
だ
と
、
気
を
引
き
締
め

て
お
り
ま
す
。
何
分
、
未
熟
者
で
す
の
で
、
不
手
際
な
点
は
お
許

し
願
い
ま
す
。
今
は
、
何
よ
り
終
わ
っ
た
こ
と
に
“
安
堵
”
し
て

い
ま
す
。
思
い
つ
く
ま
ま
書
い
て
み
ま
し
た
が
、
我
が
埼
玉
県
は
、

秋
田
へ
の
出
場
権
を
残
念
な
が
ら
逃
し
ま
し
た
。

地
元
で
の
予
選
会
と
あ
っ
て
、
力
が
入
り
過
ぎ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
　
『悔
し
い
～
』
「通
過
認
定
証
を
受
け
た
都
県
の
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
，２

」ざ
い
ま
す
。
」
本
戦
も
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

埼
玉
は
、
予
選
会
の
無
か
っ
た
成
男
に
期
待
で
す
―

来
年
の
関
ブ
ロ
は
、
山
梨
県
で
リ
ー
ド
＆
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
次
回
は
、
全
種
別
で
予
選
を
突
破
し
、
本
戦
の
大

分
県
に
行
け
る
よ
う
頑
張
れ
！
埼
玉
―

審
判
長
　
土
屋
正
昭



(3)第 28号 埼 玉 岳 連 報   平成19年 9月 30日 発行

ラストランとなった関ブロ大会 オブザベーションが始まる

【
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
会
　
報
告
】

★

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
コ
ン
ペ
報
告

・
Ｉ

優
勝
盾
を
抱
え
た
尾
上
彩
選
手

岡
山

・
湯
原
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
４
月
２
８

・
２
９
日

に
行
わ
れ
た

「
Ｊ
Ｆ
Ａ
日
本
選
手
権
」
で
埼
玉

・
尾
上
彩
選
手
が

女
子
で
何
と
、
他
に
は
っ
き
り
差
を
付
け
て
の
堂
々
の
初
優
勝
し

ま
し
た
。

決
勝
の
登
り
は
核
心
の
２
カ
所
も
シ
ョ
ー
ト
カ
ツ
ト
す
る
と
言

う
鳥
肌
が
立

つ
程
の
ク
レ
バ
ー
な
素
晴
ら
し
い
登
攀
で
し
た
。

こ
の
初
優
勝

（日
本

一
）
は
今
ま
で
最
年
少
記
録
だ

っ
た

「小
林

由
佳
の
１
３
歳
」
を

「尾
上
彩
選
手
が
１
１
歳
」
で
塗
り
替
え
た

事
に
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

ま
た
、
埼
玉

・
角
田
大
樹
は
準
決
勝
ま
で
は
安
間

・
堀
に
続
く

３
位
と
好
位
置
で
し
た
が
、
決
勝
で
失
敗
し
て
７
位
で
し
た
。

埼
玉

。
門
間
希
美
は
１
１
位
で
決
勝
に
残
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（記

‥
森
下

健
七
郎
）

★

ク
ラ
イ

ミ

ン
グ

コ
ン
ペ
報
告

・
Ⅱ

神
奈
川

・
秦
野
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
６
月
２

・
３
日

に
行
わ
れ
た

「
Ｊ
Ｍ
Ａ
第
２
１
回
ジ
ヤ
パ
ン
カ
ツ
プ
」
で
埼
玉

・

角
田
大
樹
選
手
が
男
子
で
堂

々
の
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

前
回
の
日
本
選
手
権
７
位
の
雪
辱
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の

結
果
を
受
け
て
２
年
に

一
度
の

「世
界
選
手
権

（０
あヽ
～
譴

ス
ペ
イ
ン

・
ア
ビ
レ
ス
と

に
出
場
す
る
事
に
成
り
ま
し
た
。

ま
た
、
１
０
月
１
３

・
１
４
日
に
行
わ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

加
須
大
会
に
も
日
本
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

ま
た
、
女
子
で
は
門
間
希
美
選
手

（不
動
岡
高
３
年
）
も
出
場

し
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
を
！
。
皆
さ
ん
の
多
数
の
観
戦

・
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。
因
み
に
角
田
大
樹
選
手
は

（今
春
鴻
巣
高

校
卒
業

・
現
早
稲
田
大
学
１
年
在
籍
中
で
す
）

（記

‥
森
下

健
七
郎
）

第
６
２
回
国
民
体
育
大
会

関
東
ブ

ロ
ッ
ク
山
岳
競
技

【成
績
表
】

１
・
期
　
日
　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
　
平
成
１
９
年
７
月
２
８
日

縦
　
　
　
　
走
　
平
成
１
９
年
７
月
２
９
日

２

・
会
　
場
　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
　
加
須
市
民
体
育
館

縦
　
　
　
　
走
　
小
鹿
野
町
　
観
音
山

３
・
成
　
績
　
　
　
　
　
◎
通
過
県

成
年
女
子

‥
◎
１
位
千
葉
県
、
◎
２
位
東
京
都
、

◎
３
位
神
奈
川
県

少
年
男
子

‥
◎
１
位
栃
木
県
、
◎
２
位
、
神
奈
川
県
、

３
位
東
京
都

少
年
女
子

‥
◎
１
位
栃
木
県
、
◎
１
位
群
馬
県
、

３
位
埼
玉
県
、
３
位
千
葉
県

個
人
成
績

成
年
女
子

少
年
男
子

少
年
女
子

【審
判
長

・
土
屋
正
昭
、
主
任
審
判
員

・
森
　
茂
、

赤
松
久
宇
、
競
技
部
長

・
村
岡
正
巳
】

‥
Ｃ
個
人
１
２
位

。
工
藤
ゆ
り
子

‥
Ｔ
個
人
　
６
位

・
藤
田
亜
矢
子

‥
Ｃ
個
人
　
２
位

・
関
根
　
平

‥
Ｔ
個
人
　
５
位

・
長
谷
川
正

‥
Ｃ
個
人
　
３
位

・
門
間
希
美

‥
Ｔ
個
人
　
６
位

・
加
藤
由
果
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2007ナンガパルバット

BCOト レッキング報告

設置されたメモリアルプレート

昨年夏、埼玉県岳連より派遣された「埼玉 2006

ナンガノ杓″ ツヾト登山的 は登山活動中に小澤直

宏副隊長を転落事故により失うという大変ショッ

クで悲しい結末を迎えてしまいました。その後も

ノJ澤さんを知る人達の心の痛みは癒えることなく、

涙に暮れる日々 が続いていましたが、あの遠征か

ら1年を機にベースキャンプを再訪する計画が持

ち上がりました。これはもともと「ナンガノウL/バ

ット峰を間近まで訪れてみたい」という小澤さん

の御家族の御希望をかなえるため、遠征に参加し

た隊員がベースキャンプまで御案内するというの

が話の夕台まりでした。この「ベースキャンプ訪問」

に「メモリアルプレート (慰霊石→ の設IL」 「セレ

モニー (慰霊祭)実施」を目的として力日え、親族、

遠征隊、遠峰山岳会、海外登山委員会、県岳連関

係者、埼玉大学関係者の中から 14名が有志とし

て集い、今夏 8月 10日 から8月 21日 までの 12

日間にわたり「2007ナンガパルバットBCト
レッキング」としてベースキャンプまでのトレッ

キングが行われました。

まず結果から御報告すると、参加者 14名全員

が8月 15日ベースキャンプに到着し、翌 8月 16

日にプレートの設置、セレモニーの実施を行うこ

とができました。スコープによる現地の捜索や情

報の収集などは悪天候の影響もあり、これといつ

た成果はなかつたものの、当初の目的は果たすこ

とができ個人的にもホッと胸をなで下ろした次第

です。最終的には8月 21日 に全員無事に帰国致

しましたが、参加者一人一人がそれぞれの思いを

胸に、小澤さんの眠るナンガパノL/バ ット峰を直接

訪れることができたことはとても意義深いもので

した。みんなの心の中に小澤さんがいつまでも生

き続けていることを、氷河に吹きわたる風が教え

てくれたような気がします。

さて今回のトレッキングは実にトラブルの多い

旅でした。海外に トラブルはつきものと言います

が、今回は少々度を越えたものでした。まず 8月

10日 の出発の日、我々は成田空港を飛び立つこと

が出来ませんでした ノくキスタン航空の航空機が

故障により北京から動けないということで、その

日は空港近くのホテルに宿泊。翌日も空港で待ち

に待たされ、実際に成田を飛行機が離陸したのが

2040。 前日1400のフライト予定から実に30時

間以上の遅延は、そもそもタイトな予定を組んで

いる我々の心を大いにくじけさせ、前途多難な旅

を宿命づけるなんともひどいオープニングでした。

現地では手配したコースターと呼ばれるマイク

ロバスを目的地まで飛ばしに飛ばす 。・・

はずでしたが、カラコルムハイウェイが随所で土

砂崩れb車を降りて歩いたり、数時間の足止めを
くつたり、丸 2日 の過酷なドライブとなりました。

8月 14日 のトッレキング初日も、スタート地点

の村まで行くジープが待てど暮らせどやつて来ま

せん。全員でジープ道をトボトボ歩いていたとき

は「これはベースまで辿り着けないのでは」と真

剣に悩んだものです。 2時間以上も歩いたところ

でようやくジープがやって来ましたが、荷台に全

員が立って乗り悪路を荒い運転で吹っ飛ばすジー

プに身の危険を感じずにはいられませんでした。

かくして乗り物のトラブル続きを挽回するには、

我々の「足」しかないという状況に追い込まれ、

トレッキングは非常に過酷なものになりました

通常BCまで登りに3日掛けるところを2日 間で
歩き通し、下り2日間の予定をわずか 1日で下り

きりました。参加された方々の根性と山ヤさんと

しての底力には心から敬意を表したいと思います。

登りでは馬4頭を雇い、疲れた人から優先に交代

で騎乗したものの、鞍のない裸馬は却つて疲れる

ことも多く、尻や内股を痛める人も出る始え

ルがパルヾ ッドを正面にみて一路BCヘ
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8月 15日 夕刻、全員無事BCに到着しましたが、
高山病や下痢に苦しむ人もたくさん出ました。そ

の日の夜はいきなりの降雪で、湿雪にBCのキャ
ンピング用テントはひとたまりもなく、ひしゃげ

て潰され大騒乱 翌日天候は回復しましたが、今

度はプレートの設置に大苦戦しタガネで岩をはつ

り、ジャンピングで孔を穿ち、プレートの孔とボ

ルトの微調整、接着。モルタル埋め・ボルト締め。

結局朝から夕方まで丸 1日かかつてしまいました。

しかし満足のいく立派な仕事ができたと思います。

それほどみんなが力を合わせてがんばりました

なんとか暗くなる前にセレモニー (慰霊祭)を
始めることができた時は、本当にホッとしたもの

です。黙祷に続き一人一人線香を手向け、奥様と

福田氏からお言葉を頂きそして臨 小澤さんの

ために誰もがとつておきの酒をザックに忍ばせて

きていて、小澤さんも一年ぶりのおいしい酒をた

らふく飲んだはずです。そして我々はただ涙、涙

でした。最後は現地のガイドがイスラム教式の祈

りを捧げてくれ、セレモニーを終了。誰もが′いに

残る良い式にすることができました。

その後も帰りのカラコルムハイウェイでトラッ

クの立ち往生で足止めされたり、イスラマバード

にやっと帰ってきたら夜中の 23ЮO過ぎだつたり

といろいろありました。極めつけは、帰りの飛行

機もラホール空港で調吼 夜中の OЮO過ぎに飛行

機から降ろされ、空港から逢か彼方のひどいホテ

ルに放り込まれました。お湯が出なかつたリエア

コンがなかつたり、トイレの水が流れなかったり。
パキスタン航空への我々のイライラや怒りも頂点

に達した感がありました。なにしろほとんどの人

が帰国翌日から仕事が入つています。それに間に

合わないというのですから!20日 (月 )12:40到

着の予定が、成田到着 21日 (火)朝 7時過ぎで
した。約 18時間の遅延です。往復合わせて48時

間以上の遅延というパキスタン航空には、今後余

程のことが無い限り乗る人はいないような気がし

ます。とにかく事故無く帰つて来られたことが唯

一の救いでしょう力Ъ ラホールで見たTVニュー
スに那覇空港で炎上する中華航空の映像が流れた

ときは、何かを暗示されているようで背筋が凍り

つきました。これを読んでいる皆様にもけつして

パキスタン航空だけはお薦めできません。会社の

対応やサービスも最悪です。今後パキスタンまで

のフライトはタイ航空の御利用を是非お薦めしま

丸

さて最後になりましたが今回もトレッキング隊

の出発に際し、たくさんの方々に御協力を頂き、

またお世話になりました。まずはこの場をお借り

して心より御ネL申 し上げます。誠にありがとうご

ざいました。また今後も慰霊関係の催しや現地で

の捜索などを継続していきますが、皆様の御迷惑

や御負担とならない範囲で御支援・御協力をいた

だけたらと思いますιどうぞよろしくお願い申し

上げます。

埼玉 2006ナンガパノL/バ ット遠征隊隊員、

遠峰山岳会  天野 賢一

【参 力日 者】

小澤登志江

CL福田 靖
烏 廟
天野 賢一
麒 姉

塩谷 壽子
史鬱|1 幸琴終

伊藤 淳

黄 興光

山際登志夫

中館 敏子

平野 晃司

岩井田正昭

鈴木 真澄

嚇

ご激

埼玉ナンがパルヾ ッド登山隊

埼玉ナンがパルヾ ッド登山隊

埼玉ナンカ
゛
パルヾ ッド登山隊

埼玉ナ幼
゛
パルヾ ッド登山隊

海外登山委員会

海外登山委員会

遠峰山岳会

遠峰山岳会

遠峰山岳会

遠峰山岳会

遠峰山岳会

埼玉県岳連・広報

埼玉大学W00B

フj゙―/り ||に沿つて廊下を歩く

フ
゜

「

卜を設置した大岩
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1.趣  旨
2.主  催
3.後  援
4.主  管
5.日  時
6.会  場
7.参加資格

8.カテゴリー

カテゴリー 競技方法

ミ ドル  …・  レット
゛
ホ
゜
イント  5。 1la!狭上 リー ド   : 予選フラッシンク゛。決勝オンサイト

ビギナー… レッドホ゜イント 5。 10d以下 リー ド   : 予選フラッシンク゛。決勝オンサイト
リー ド   : 予選フラッシング・決勝オンサイト

トップロープ部門 トップロープ : 予選フラッシンク
゛。決勝オンサイト

※大会趣旨によリジャパンツアー予選通過者は御遠慮下さい。

9.競技規則 :FISCの定める競技規則による (一部異なる部分があります)。

10.参加費/人数 :当 日受付で納入して下さい (保険料含む)。 先着 70名 まで。

一般 3,000円 (但 し埼玉県岳連会員証所持の方は 2,700円 )、 高校生以下 1,500円

11.申   込 :別紙 「申込書」に必要事項を記入の上、下記まで郵送または FAXにて送付してください。
〒344‐ 0117春 日部市金崎 583庄和高校 埼玉県山岳連盟 大倉至 宛
Te1048‐ 746‐ 7111,Fax048‐ 718‐ 1100,Mail(自

'こ
)ih26530ha.bekkoame.ne,jp

12.締  切 :11月 30日 (金)必着を厳守して下さい。
13.注  意 :参加者の怪我等に付いては必要に応じて応急処置はしますが、その他の一切の責任は負えま

せんので、十分注意を払つて下さい。

【第 20回県民総合体育大会】

コバ トンクライ ミングカ ップ要項

埼玉県に在住 。在勤しているクライミンク
゛
愛好者の技術向上と交流

埼玉県教育委員会、 (財)埼玉県体育協会、埼玉県山岳連盟、埼玉県高等学校体育連盟

加須市教育委員会

埼玉県山岳連盟・埼玉県高等学校体育連盟登山専門部

2007年 12月 16日 (日 )受付 8:30～ 9:○ ○  競技開始 9:45
加須市民体育館 (〒 347‐ 0007 カ日須市下三俣 590 00480‐ 62‐6124 Fax0480‐ 62‐ 4797)

埼玉県に在住、在学、在勤及び県内の山岳会・クラフ
゛
に所属している方

・競技方法

【埼
玉
県
岳
連

・
海
外
登
山
委
員
会
】

創
立
１
０
周
年
記
念
誌
刊
行
記
念

祝
看
呆
ム
の
い
二
未
内

新
秋
の
候
、
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
さ
て
、
１
９
９
６
年
３
月
、
埼
玉
県
山
岳
連
盟
改
組
に

伴
い
、
県
内
各
山
岳
会
の
若
手
メ
ン
バ
ー
の
呼
び
か
け
で
、
「海
外

登
山
研
究
会
」
が
発
足
、
以
後
５
回
の
研
究
会
開
催
の
後
、
同
年

１
１
月
に

「第
１
回
海
外
登
山
委
自具
ご

が
開
催
さ
れ
て
以
来
、

１
０
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
ヽ
“
埼
玉
県
山
岳
連
盟
マ
カ

ル
Ｉ
Ｉ
峰
登
山
隊
１
９
９
８
埼
玉
、
２
０
０
１
ス
パ
ン
テ
イ
ー
ク

登
山
隊
、
埼
玉
２
０
０
６
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
登
山
隊
、
（埼
玉
県

山
岳
連
盟
創
立
５
０
周
年
記
念
登
山
隊
）
を
出
し
、
当
初
日
標
と

し
た
７
０
０
０
ｍ
・
８
０
０
０
ｍ
峰
に
向
け
て
足
跡
を
刻
む
に
至

り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
海
外
登
山
委
員
会
１
０
年
の
節
目
に
あ

た
り
、
か
ね
て
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
３
つ
の
遠
征
隊
の
報
告
と

海
外
登
山
委
員
会
の
活
動
を
ま
と
め
た
記
念
誌
を
発
刊
致
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
記
念
誌
刊
行
に
合
わ
せ
、
３
つ
の
遠
征
隊
の

報
告
会
兼
記
念
誌
刊
行
記
念
祝
賀
会
を
下
記
の
通
り
計
画
い
た
し

ま
し
た
。

お
忙
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の

上
ご
来
席
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

記

同
　
時
　
‥
平
成
１
９
年
１
１
月
１
７
日

（土
）
午
後
３
時
開
催

〈
〓　
場
　
‥
さ
い
た
ま
市
民
会
館
う
ら
わ

浦
和
区
仲
町
２
，１
０
，２
２

（浦
和
駅
西
日
下
車
徒
歩
７
分
）

〈
本　
費
　
‥
５
，
０
０
０
円
　
※
記
念
誌
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

参
加
ご
希
望
者
は
１
０
月
末
ま
で
に
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
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群
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県
太
田
市
粕
川
町
甲
い
Ｎ
Ｎ
　
加
藤

富
之

【”
国
【
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】Ｒ
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Ｎ
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Ｎ
Ｉ
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『
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」
Ｓ
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Ｆ
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Φ
む

海
外
登
山
委
白具
バ　
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員
　
長
　
塩
谷
　
壽
子

海
外
登
山
委
員
△
本　
獅型
ユ
ー
０
周
年
記
念
誌

編
寒
委
員
長

加
藤
　
富
之
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埼玉県山岳連盟 関係者各位 様 平成 19年 9月

埼玉県高等学校体育連盟登山専門部

部 長  森下 健七郎

《平成 20年度全国高等学校総合体育大会登山大会》

競技運営に関わる「役員」の協力のお願い

皆様におかれましては、日頃の岳連活動の前線でのご活躍、本当にご苦労様です。

また、平素は本登山専門部の活動に関しては何かとご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、平成 20年 7月 に、高校生最大のスポーツの祭典「全国高等学校総合体育大会」
(愛称 :彩夏到来08埼玉総体)が埼玉県内各地を会場に開催され、登山大会は秩父市・小鹿野町が会場
となって行われます。

この全国高等学校総合体育大会を成功させるために、主管団体として埼玉県高等学校・登山専門部として

全力で頑張って居ります。しかしながら、当専門部関係教諭及び生徒等の動員だけでは、必要な役員の全

ては到底賄いきれません。

つきましては、埼玉県山岳連盟の会員の皆様から競技・運営役員として協力して戴ける会員の方々を募

りたいと思っております。

大変、お手数をお掛け致しますが、理事の皆様にはご自分は元より、関係する会員の皆様にも、是非と

も広く呼びかけて戴きますよう、特別のご配慮の程よろしくお願い申し上げます。

ご協力戴ける方は至急、埼玉岳連事務局・下記まで、ご連絡戴きたくお願い申し上げます。

ご案内等の資料を送付させていただきます。

〒340‐ 0217北葛飾郡鷲宮町鷲官 5‐ 4‐ 15  大倉 至
TEL0480‐ 58‐ 1507・ FAX0480‐ 38‐ 8129  。Eメール ih2653@ha.bekkoallle.ne.

『埼玉インターハイ登山 2001in秩父・小鹿野』

記念Tシャツ・タオル販売のお知らせ

下記商品を埼玉県山岳連盟にて販売しております、是非ご利用ください。

TシャツはLL、 Lサイズは僅少、M、 Sサイズがあります。タオルは 3色から選択ください。

販売価格はTシャツ・タオルともそれぞれ 1000円 です。 ポロシャツも近 日販売予定です。

問い合わせ先 :高体連 大石智章 (川 口東高校 )
Fax:048-290-1014

Ema■ :《OiShOkawaguchihigashirhospec.edJp》

メールまたは faxにてご注文ください。送料局1

大きさ 1loOmm× 400mm

色 調  イエロー

ブルー

ピンク

タオルのデザイン ロゴ
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【県
岳
連
平
成
１
９
年
９
月
理
事
会
報
告
】
　
　
　
・

９
月
１
１
日

（火
）
午
後
７
時
３
０
分
～
北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー

０
．
参
加
者
‥
田
中
会
長
、
森
下
副
会
長
、
村
岡
理
事
長

理
　
事
‥
加
藤

（深
谷
）
、
堀
江

（桜
草
）
、
瀬
藤

（渓
稜
）
、

松
井
・
小
茂
田
。
大
倉

・
鎌
田

（高
体
連
）
、
平
沼

（小
川
）
、

天
野

Ｑ
猾
し

、
田
中

（大
宮
岳
稜
）
、
小
高

（熊
谷
ア
ル
ム
）
、

熊
谷

（蓮
円
）
、
土
屋

（Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
ビ
ナ
）
、
計
良

（東
部
）
、

斉
藤

（蕨
ハ
イ
キ
ン
グ
）
、
平
塚

（
エ
コ
ー
）
、
萩
原

（大
宮
Ａ
Ｃ
）

石
川

（ボ
ッ
シ
こ

、
花
原

（川
口
）
、
加
藤

（川
越
）
、

桜
井

（壁
稜
）
、
岩
崎

（戸
田
）
、
柳
原

（小
鹿
野
）
、

工
藤

釜
名̈
山
塾
）
、
長
谷
川

（熊
谷
）
、
塩
谷

（大
宮
）
、

岩
井
田

（あ
ゆ
む
）　
　
　
　
　
　
　
。
順
不
同
・
敬
称
略
３
０
名

１
．
開
会
挨
拶
　
（村
岡
理
事
長
）

２
．
挨

　

拶

　
（森
下
副
会
長
）

３
．
報

　

告

（１
）
夏
山
レ
ス
キ
ュ
ー
研
修
会

・
講
習
会
　
天
覧
山
・
７
月
２
１
日
～

２
２
日

（日
）
‥
参
加
３
２
名
　
午
前
…
机
上
講
煮

午
後
…
岩
場

で
レ
ス
キ
ュ
ー
技
術
習
得

。
研
修
を
行
っ
た
。

（２
）
関
東
プ
ロ
ッ
ク
大
会
７
月
２
９
日
・
３
０
日

（日
）
‥

特
に
大
き
な
問
題
も
な
く
終
了
。
ご
協
力
有
難
”２

」ざ
い
ま
し
た
。

（３
）
ナ
ン
ガ
パ
ル
パ
ッ
ド
・
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
報
告

‥
８
月
１
０
日
～

２
１
日
‥
飛
行
機
の
関
係
で
凄
い
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
つ
て

し
ま
っ
た
が
、
無
事
終
了
し
現
地
に
メ
モ
リ
ア
ル
プ
レ
ー
ト
を
設
置

し
ま
し
た
。

（４
）
第
２
回
常
任
委
員
会
８
月
２
９
日

（火
）
‥
資
料

４
．
協
　
　
議

（１
）
関
東
プ
ロ
ツ
ク
大
会
総
括

（
↓
準
備
（ｂ
）運
営
、
特
に
問
題
は
無
か
っ
た
（
３
成
績
ヽ
は
今

一
歩

だ
っ
た
。
（ｄ
）そ
の
他
、
手
元
に
領
劇
調
洲
有
海
閣
ヨ
急
¬
会
計
ベ

０

（２
）
ヨ
Ｒ

】
８
５

　
Ｎ
８

一
Ｆ

Ｆ

Ｓ

…

１
０
月

１
３

日
～

１
４

日

（
日
）

に
つ
い
て
‥
資
料

・
メ
イ
ン
ス
ポ
ン
サ
ー
…
八
海
山
に
決
定
、
ス
タ

ツ
フ
の
ご
協
力
を
。

（３
）
自
然
保
護
委
員
総
会
　
１
１
月
３
日
～
４
日

（日
）

‥
資
料
　
各
会
で
是
非
参
加
者
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（４
）
冬
山
遭
難
防
止
講
習
会
　
１
２
月
１
５
日
～
１
６
日

（日
）

‥
資
料
　
各
会
で
是
非
参
加
者
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（５
）
県
民
大
会

「
コ
バ
ト
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
カ
ツ
プ
」

１
２
月
１
６
日

（日
）

‥
資
料

・
県
民
総
合
体
育
大
会
ズ

瀾
Ｈ
ゾ
冽
ブ
ネ
ョ
ジ
冽
翻
熾
墨
■
ム
コ
バ
ト
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
カ
ツ
プ
」
に
名
称
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

（６
）
平
成
２
０
年
度
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
つ
い
て
‥

８
月
２
４
日
～
２
６
日
ｏ
ｌ
５
０
名

公局
体
連
）
で
同
コ
ー

ス
を
試
登
し
ま
し
た
。　
一
般
登
山
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
驚
か
れ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
お
手
伝
い
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（７
）
関
東
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
大
会

１
１
月
２
３
日

（金
）
‥
資
料
　
各
会
参
加
者
希
望
の
方
は
、

事
務
局
。
大
倉
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

（８
）
各
部
か
ら
の
報
告
等

①
指
導
委
員
会
‥
特
に
な
し

②
国
体
委
員
会
‥
９
月
９
日
ス
タ
ー
ト
順
決
一亀

９
月
２
９
日

監
督
会
議
、
９
月
３
０
日

（日
）
～
１
０
月
２
日

（火
）
北

秋
田
市

・
森
吉
山
会
場
、
成
午
男
子
…
早
田
、
奥
宮
、
角
田
、

佐
藤

（監
督
）
サ
ポ
ー
ト
…
小
田
、
役
員
…
田
中
会
長
、

森
下
副
会
長
、
長
谷
川
国
体
委
自唇
亀

③
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
自具
〒
・資
料

④
選
手
強
化
委
員
会
‥
今
年
は
成
年

男
子
の
み
だ
が
、
縦
走
を
メ
イ
ン
に
入
賞

倉
農
じ
夕
を
狙
”２

来
年
の
大
分
に
は
是
非
少
年
も
出
し
た
い
。

⑤
遭
難
対
策
委
員
会

‥

日
山
協
講
習
会
２
月
上
旬
予
定

。
秋
田
県
。
乳
頭
温
泉

⑥
自
然
保
護
委
口具
〒
・福
井
県
う
さ
ぎ
岳
が
有
料
登
山
に
な
る

と
の
事
。
視
察
登
山
に
参
加

（三
ツ
木
）
。

⑦
海
外
登
山
委
員
会
‥
資
料

・
１
１
月
１
７
日

（土
）
記
念
誌

刊
行
記
念
、
創
立
１
０
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催
。

③

ｌ
ジ
ュ
ニ
ア
委
口果
下
・来
年
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
留
樹
科
刺
園
ぼ
ご
案
内
賢

⑨
広
報
委
員
会
‥
埼
玉
岳
連
報
２
８
号

。
９
月
中
発
行
予
一亀

⑩
企
画
香
果
〒
・

（１
）「チ
ビ
ッ
子
対
象
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
」
…
平
山
ユ
ー
ジ
、

（２
）「皆
で
１
１

（イ
レ
ブ
ン
）
を
登
ろ
う
」等
の
イ
ベ
ン
ト

子
基
走

①
事
務
局

５
．
閉
会
挨
拶

（田
中

会
長
）

※
次
回
　
常
任
理
事
会
　
１
０
月
２
３
日

（火
）
午
後
７
時
３
０
分
～

理
　
事
　
〈バ
　
ー
ー
月
１
３
日

（火
）
午
後
７
時
３
０
分
～

樹
高
、
約
２
０
ｍ
ぐ
ら
い
の
途
中
ま
で
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ロ
ー
プ

を
伝
い
、
プ
ル
ー
ジ
ッ
ク
で
登
り
、
ト
ツ
プ
ロ
ー
プ
で
下
降
す
る
。

１
０
ｍ
程
度
の
高
さ
に
あ
る
テ
ラ
ス
ま
で
登
り
、
本
の
上
か
ら
見

た
風
景
に

『す
ご
い
景
色
、
鳥
に
な
っ
た
み
た
い
』
と
興
弯

写
真
撮
影

・
吉
野
公
民
館
　
岡
部
様
　
提
供

【霙

讐

】

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
あ
る
が
、
毎
年
恒
例
の
チ
ヤ
レ
ン
ジ
キ
ヤ
ン

プ
の
案
内
を
川
越
中
央
公
民
館
よ
り
戴
き
、
最
終
日
の
８
月
２
２
日

に
参
加
し
た
。
予
定
で
は
２
１
日
か
ら
だ
つ
た
が
、
ナ
ン
ガ
Ｂ
Ｃ
。

ト
レ
ツ
キ
ン
グ
の
飛
行
機
ト
ラ
ブ
ル
で
延
着
。
都
合
で
２
２
日
の
み

参
加
。
主
催
は
中
央
公
民
館
他
４
公
民
館
の
合
同
で
行
わ
れ
る
、
『
い
き

る
力
を
は
ぐ
く
む
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ヤ
ン
プ
』
と
う
た
わ
れ
た
、

地
域
で
の
小
中
学
校
生
徒
を
対
象
に
、
人
と
自
然
に
か
か
わ
る
野
外

教
育
活
動
の
一
環
。

ス
タ
ッ
フ
は
公
民
館
職
『具

埼
玉
県
キ
ャ
ン
プ
協
会
指
導
員
ヽ

埼
玉
県
山
岳
連
盟
指
導
員
＾
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
指
導
員
等
が

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
担
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
分
野
で
の
知
恵
、

知
識
を
発
揮
し
、
無
事
に
そ
の
役
割
を
終
了
し
た
。

今
回
も
前
回
同
様
に
、
参
加
者
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ヤ
ン
プ
や

ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
、
充
分
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
よ
う
だ
。

広
報
委
［果
〒

岩
井
田
　
正
昭

《日
〓
Ｌ
Ｏ
な
洋
“
・げ
浄嘔
３
９
８
む
》

木に話しかけながら下降中


